
連絡先 自動車局審査・リコール課 

リコール監理室 

TEL  03－ 5253－ 8111 内線42354 

ｱﾄﾞﾚｽ ： http://www.mlit.go.jp  

 

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表 

 

                                                       リコール届出日：平成２８年１１月２日 

リ コ ー ル 届 出 番 号 ３９１９ リコール開始日 平成２８年１１月２日 

届出者の氏名又は名称  ニチユ三菱フォークリフト株式会社      問い合わせ先：品質保証部 

 取締役社長  二ノ宮 秀明                  TEL 075-956-8643 

不具合の部位（部品名） 駐車ブレーキ（ブレーキケーブル調整用スクリュー） 

基準不適合状態にあると 

認める構造、装置又は性 

能の状況及びその原因 

フォークリフトの駐車ブレーキにおいて、ブレーキケーブル調整用スクリ

ューの調整が不適切なため、駐車ブレーキの制動力が不足しているものがあ

る。そのため、保安基準第12条の基準に適合しないおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容  全車両、ブレーキケーブル調整用スクリューを調整する｡ 

不 具 合 件 数  １ 件 事 故 の 有 無   無し 

発 見 の 動 機  社内からの情報による。 

自動車使用者及び自動車

分解整備事業者に周知さ

せるための措置 

・使用者：直接訪問で通知する。 

・自動車分解整備事業者：使用者を全て把握しているので、周知のための措

置はとらない。 

・改善実施済車には、車体前面フロントカバー上隅の運転者席側に№3919の

ステッカーを貼付ける。 

 

車 名 型 式 通 称 名  
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 

リコール対 

象車の台数 
備考 

三菱 

 

EDM-F16D 三菱ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 

 

 

Ｆ１６Ｄ－０４０６７～Ｆ１６Ｄ－５５６５２ 

平成 25年 10月16日～平成 26年 8月 27日 

４  

EDM-F18C Ｆ１８Ｃ－７３７５６～Ｆ１８Ｃ－７６０２１ 

平成25 年6月13日～平成 27年 7月 13日 

２４  

EDM-F37 Ｆ３７－３００８５～Ｆ３７－３０１０４ 

平成25年 12月 25日～平成 26年 12月 16日 

３  

EDM-F14E Ｆ１４Ｅ－１２３９０～Ｆ１４Ｅ－８１２３０ 

平成25年 6月 7日～平成 27年 7月 27日 

４９  

EBT-F34 Ｆ３４－３０１５２～Ｆ３４－４０３７３ 

平成26年 4月17日～平成 28年 3月 22日 

４  

 



 

車 名 型 式 通 称 名  
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 

リコール対 

象車の台数 
備考 

三菱 

 

EBT-F17D 三菱ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 

 

Ｆ１７Ｄ－２０５５９～Ｆ１７Ｄ－２０７１８ 

平成25年 9月6日～平成 27年 3月 10日 

４  

EBT-F35 Ｆ３５－７０３３３ 

平成28年 2月2日 

１  

EBT-F13F Ｆ１３Ｆ－１０３１１～Ｆ１３Ｆ－１０４３４ 

平成25年 7月29日～平成 27年 11月 11日 

４  

EDM-KF16D ＫＦ１６Ｄ－５４１７１～ＫＦ１６Ｄ－５４２８０ 

平成25年 5月15日～平成 27年 7月 31日 

１６６  

EDM-KF18C ＫＦ１８Ｃ－２０１３１～ＫＦ１８Ｃ－７０５０８ 

平成25年 6月3日～平成 27年 8月 4日 

３４２  

EBT-KF34 ＫＦ３４－００３５３～ＫＦ３４－４０１２２ 

平成25 年5月17日～平成 28年 4月 19日 

４６２  

EBT-KF17D ＫＦ１７Ｄ－２０４２１～ＫＦ１７Ｄ－７０２４６ 

平成25年5月13日～平成 28年 4月 8日 

２４９  

ニチユ

三菱 

YDM-F18D Ｆ１８Ｄ－７００２８～Ｆ１８Ｄ－７０４３７ 

平成27年9月10日～平成 28年 4月 12日 

４  

YDM-F14F Ｆ１４Ｆ－１００２４～Ｆ１４Ｆ－８０１０５ 

平成27年 9月17日～平成 28年 3月 14日 

１６  

YDM-KF18D ＫＦ１８Ｄ－２０００２～ＫＦ１８Ｄ－７００７０ 

平成27年 8月20日～平成 28年 4月 19日 

１０３  

 
(計15型式) （計1車種） 

（製作期間の全体の範囲） 

平成25年 5月13日～平成 28年 4月 19日 
(計1435台) 

 

【注意事項】 

リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 


